
「
為
せ
ば
成
る
」

　
　

〜
友
と
集
い
、
と
も
に
創
る
、

　
　

光
を
求
め
て　

平
成
二
二
年
度
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会

実
行
委
員
長　

増　

村　
　
　
　

力

（
昭
和
五
〇
年
卒
）

　

創
立
一
二
四
年　

米
沢
興
譲
館
同
窓
会
総
会
・
懇
親
会
は
「
為
せ

ば
成
る
」
〜
友
と
集
い
、
と
も
に
創
る
、
光
を
求
め
て
〜
の
ス
ロ
ー

ガ
ン
の
下
、
今
年
九
月
十
九
日
、
昭
和
五
〇
年
、
五
四
年
、
五
九
年
、

平
成
二
年
、
七
年
卒
の
メ
ン
バ
ー
が
実
行
委
員
を
務
め
さ
せ
て
頂
き

ま
す
。

　

日
本
全
体
の
景
気
低
迷
の
中
、「
穏
や
か
な
回
復
」
と
の
話
が
出

て
き
て
い
ま
す
が
、
我
々
の
周
辺
に
於
い
て
は
、
回
復
と
は
程
遠
い

雰
囲
気
が
感
じ
ら
れ
ま
す
。
政
権
の
変
動
や
、
各
界
に
於
け
る
不
祥

事
の
発
覚
な
ど
、
マ
イ
ナ
ス
面
の
報
道
が
目
に
付
い
て
き
て
も
い
ま

す
。
こ
う
い
っ
た
中
で
は
、
不
平
不
満
を
述
べ
あ
っ
て
い
て
も
、
誰

か
に
何
か
を
求
め
る
だ
け
で
は
、
解
決
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

　

こ
ん
な
時
こ
そ
、暗
闇
を
照
ら
す
一
筋
の
光
を
求
め
ん
が
為
、我
々

自
身
が
興
譲
館
で
育
ま
れ
た
精
神
を
培
っ
て
、
動
く
時
と
。

　

あ
の
頃
皆
が
持
っ
て
い
た
熱
い
心
を
、
再
度
感
じ
あ
え
る
よ
う
な

総
会
・
懇
親
会
を
開
催
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

多
く
の
同
窓
生
の
諸
先
輩
や
若
い
方
々
に
、
是
非
お
集
ま
り
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

『自治会歌』を作曲して下さった滝沢美恵子先生の「米寿を祝う合唱の集い」が７月９日に開
催されました。会場は先生が若き日に学ばれた旧東京音楽学校（現東京芸術大学）の日本最古
のコンサートホール奏楽堂でした。なお、米沢での演奏会は９月20日、伝国の杜でもたれます。

（詳細は５ページ）

第39号
発行／平成22年８月１日
米 沢 興 譲 館 同 窓 会
会 報 　 編 集 委 員 会
当会報の題字は、第19号か
ら奥山徹石氏（昭和28年
卒）の揮毫によるものです。

米沢興譲館同窓会会報（1）　第39号 平成22年８月１日



　

同
窓
会
あ
れ
こ
れ

　

会　
　

長　
　

髙　

野　
　
　

讓

　

今
年
は
雪
が
少
な
か
っ
た
け

れ
ど
も
、
い
つ
ま
で
も
寒
い
日

が
続
き
ま
し
た
。
米
沢
支
部
恒

例
の
旧
校
舎
跡
地
で
の
総
会
は
、

絶
好
の
花
見
の
予
定
だ
っ
た
の

に
、
ず
い
ぶ
ん
遅
い
降
雪
に
見

舞
わ
れ
、
花
見
な
ら
ぬ
雪
見
の

宴
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

こ
の
外
の
各
支
部
の
総
会
に

つ
い
て
は
、
五
月
の
関
西
支
部
、

六
月
の
県
庁
・
教
育
委
員
会
職

員
支
部
、
七
月
の
東
京
支
部
と
、

そ
れ
ぞ
れ
特
徴
を
持
っ
た
賑
や

か
で
楽
し
い
総
会
が
い
つ
も
通

り
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
他
の

支
部
も
、
今
後
次
々
に
行
わ
れ

る
予
定
で
す
。

　

一
方
、
学
年
ご
と
の
集
ま
り

も
、
活
発
に
行
わ
れ
て
い
る

こ
と
を
喜
び
た
い
と
思
い
ま

す
。
例
を
挙
げ
れ
ば
、
三
十
八

年
卒
の
三
八
会
が
、
三
度
目
の

修
学
旅
行
を
ク
ル
ー
ジ
ン
グ
を

含
め
て
実
施
し
ま
し
た
。
更
に
、

二
十
九
年
卒
興
福
会
の
中
の
三

年
一
組
の
諸
君
が
独
自
の
集
ま

り
を
持
ち
、
過
去
に
一
組
だ
け

の
記
念
文
集
を
出
し
て
い
ま
す

が
、
今
年
は
大
阪
の
地
で
二
泊

か
け
て
集
ま
り
、
こ
れ
に
会
員

の
ほ
と
ん
ど
が
参
加
し
た
と
い

う
特
異
な
活
動
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
初
め
て
同
窓
会

長
サ
ミ
ッ
ト
な
る
も
の
が
企
画

さ
れ
、
県
内
五
校
（
山
形
東
・

山
形
南
・
鶴
岡
南
・
酒
田
東
・

興
譲
館
）
の
会
長
が
集
ま
っ
て

各
校
同
窓
会
の
現
状
を
知
ら
せ

合
い
、
今
後
の
活
動
の
参
考
に

し
よ
う
と
い
う
試
み
が
あ
り
ま

し
た
。
共
通
の
悩
み
と
し
て
、

会
費
徴
収
の
困
難
と
若
い
同

窓
生
の
意
識
の
低
さ
が
浮
き
彫

り
に
な
り
ま
し
た
。
す
ぐ
に
解

決
す
る
の
は
難
し
い
の
で
す
が
、

他
校
の
動
き
を
今
後
参
考
に
し

て
い
き
た
い
も
の
で
す
。

　

昨
年
の
総
会
で
決
定
さ
れ
た
、

五
年
に
一
度
の
名
簿
発
行
の
準

備
が
始
ま
り
ま
す
。
今
回
も
専

門
業
者
サ
ラ
ト
に
依
頼
す
る
こ

と
に
な
り
、
先
日
契
約
を
結
び

ま
し
た
。
発
行
は
来
年
七
月
で

す
が
、
各
学
年
会
を
中
心
に
、

皆
様
の
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。

　

こ
れ
も
昨
年
に
引
き
続
き
、

平
成
卒
の
若
い
学
年
代
表
と
、

役
員
の
懇
談
会
を
持
ち
ま
し
た
。

ま
だ
ま
だ
意
識
は
低
い
の
で
す

が
、
九
月
の
大
懇
親
会
を
き
っ

か
け
に
、
こ
う
し
た
若
い
人
た

ち
が
同
窓
会
に
積
極
的
に
参
加

し
て
く
れ
る
こ
と
を
期
待
し
た

い
も
の
で
す
。

　

私
た
ち
の
後
輩
、
興
譲
館
の

現
役
生
徒
は
、
厳
し
い
情
況
の

中
で
一
生
懸
命
が
ん
ば
っ
て
い

る
の
は
ご
存
じ
の
通
り
で
す
。

特
に
昨
年
は
、
部
活
動
を
中
心

に
目
覚
ま
し
い
活
躍
を
し
ま
し

た
。
後
半
、
資
金
不
足
と
な
り
、

皆
様
か
ら
特
別
に
多
大
な
ご
援

助
を
い
た
だ
き
、
何
と
か
窮
地

を
切
り
抜
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
今
年
も
尚
一
層
の
活
躍

が
期
待
さ
れ
ま
す
の
で
、
こ
れ

か
ら
も
皆
様
の
物
心
両
面
の
ご

後
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し

あ
げ
ま
す
。

平
成
二
十
二
年
度

　

総
会
・
大
懇
親
会
ご
案
内

一
、
日　

時　

平
成
二
十
二
年
九
月
十
九
日
（
日
曜
日
）

一
、
会　

場　

グ
ラ
ン
ド
ホ
ク
ヨ
ウ
（
市
内
金
池
二
丁
目
）

一
、
日　

程　

①
総　
　

会　

午
後
四
時
〜

　
　
　
　
　
　

②
大
懇
親
会　

午
後
五
時
半
〜

　
　
　
　
　

米
沢
興
譲
館
同
窓
会
会
長髙　

野　
　
　

讓

　
　
　
　
　

平
成
二
十
二
年
度
同
窓
会
・
懇
親
会
実
行
委
員
長

増　

村　
　
　

力

（
昭
和
五
〇
年
卒
）

米
沢
興
譲
館
同
窓
会
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ご
あ
い
さ
つ

　

校　
　

長　
　

佐　

藤　

広　

明

　

こ
の
四
月
に
着
任
し
ま
し
た
、

佐
藤
広
明
と
申
し
ま
す
。

　

本
校
へ
の
赴
任
は
こ
の
度
で

三
度
目
、
通
算
十
六
年
目
と
な

り
ま
す
。
生
徒
と
し
て
学
ん
だ

三
年
間
を
加
え
れ
ば
、
こ
れ
ま

で
に
十
八
年
間
も
お
世
話
に

な
っ
て
き
た
こ
と
に
な
り
ま

す
。
三
度
赴
任
し
た
こ
の
機
会

に
、
こ
れ
ま
で
に
受
け
た
御
恩

の
万
分
の
一
で
も
お
返
し
す
べ

く
、
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が
全

力
を
尽
く
し
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

さ
て
本
校
で
は
、
い
わ
ゆ
る

「
文
武
両
道
」
を
掲
げ
て
日
々

の
教
育
活
動
を
展
開
し
て
い
ま

す
が
、
学
習
面
で
は
「
授
業
第

一
主
義
」
と
丁
寧
な
個
別
指
導

に
よ
っ
て
、
今
春
の
進
学
実

績
は
国
公
立
大
学
合
格
者
が

一
三
五
名
（
実
人
数
）、
現
役

合
格
率
は
七
〇
％
（
県
内
最

高
）
に
達
し
ま
し
た
。
山
形
大

二
八
、
新
潟
大
一
九
、
東
北
大

一
二
、
福
島
大
九
な
ど
の
ほ
か
、

東
大
・
文
Ⅲ
、
東
北
大
・
医
、

福
島
県
立
医
大
な
ど
の
超
難
関

大
学
・
学
部
へ
も
合
格
し
て
い

ま
す
。
私
立
大
学
も
早
稲
田
・

慶
応
各
二
名
を
は
じ
め
、
延
べ

一
二
〇
余
の
合
格
を
勝
ち
取
っ

て
い
ま
す
。
過
年
度
卒
も
、
京

大
・
文
、東
北
大
・
経
及
び
医
看
、

新
潟
大
・
歯
、
福
島
県
立
医
大
、

自
治
医
大
等
に
合
格
す
る
な
ど
、

底
力
を
見
せ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

一
方
、
昨
年
度
は
部
活
動
も

近
年
に
な
い
活
躍
で
、
運
動
部

で
は
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
が
県
高

校
総
体
で
男
子
団
体
優
勝
、
イ

ン
タ
ー
ハ
イ
で
も
五
位
入
賞
を

果
た
し
、
年
度
末
の
全
国
選
抜

大
会
で
は
、
ホ
ッ
ケ
ー
部
女
子

が
初
の
ベ
ス
ト
８
入
賞
と
い
う

大
健
闘
で
あ
り
ま
し
た
。
文
化

部
で
は
吹
研
が
二
十
六
年
ぶ
り

に
東
北
大
会
に
出
場
し
、
新
聞

文
芸
部
は
、
県
高
校
総
合
文
化

祭
俳
句
部
門
最
上
位
佳
作
と

な
っ
て
存
在
感
を
示
し
ま
し
た
。

　

今
年
度
も
こ
の
勢
い
は
衰
え

ず
、
六
月
の
県
高
校
総
体
で
は

フ
ェ
ン
シ
ン
グ
部
が
団
体
・
個

人
の
男
女
全
八
種
目
を
制
し
て

イ
ン
タ
ー
ハ
イ
出
場
を
決
め
、

ホ
ッ
ケ
ー
部
男
女
団
体
と
陸
上

競
技
部
、
水
泳
部
も
東
北
大
会

に
進
出
し
、
め
ざ
ま
し
い
活
躍

を
見
せ
ま
し
た
。
新
聞
文
芸
部

も
、
全
国
高
校
総
合
文
化
祭
俳

句
部
門
へ
の
出
場
権
を
獲
得
し

て
い
ま
す
。

　

本
校
で
は
キ
ャ
リ
ア
教
育
を

通
し
て
生
徒
個
々
の
進
路
目
標

の
達
成
に
努
め
て
い
ま
す
が
、

こ
れ
か
ら
は
、
生
徒
自
治
会
や

吹
研
等
い
く
つ
か
の
部
が
既
に

実
践
し
て
い
る
地
域
貢
献
活
動

に
も
い
っ
そ
う
取
り
組
ん
で
い

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
生

徒
も
職
員
も
地
域
社
会
と
の
つ

な
が
り
の
中
で
学
び
成
長
す
る

も
の
で
あ
り
、
地
域
の
方
々
の

信
頼
と
期
待
に
応
え
る
学
校
づ

く
り
に
つ
な
が
る
と
考
え
る
か

ら
で
す
。「
文
武
両
道
＋
（
プ

ラ
ス
）」
の
考
え
方
で
す
。

　

今
年
度
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
が
評
価
さ
れ
て
、
米
沢
市
社

会
福
祉
協
議
会
の
福
祉
指
定
校

に
選
ば
れ
、
六
月
上
旬
に
は
生

徒
自
治
会
が
音
頭
を
と
っ
て
、

口
蹄
疫
被
害
に
苦
し
む
宮
崎
県

高
鍋
町
に
義
捐
金
を
贈
る
活
動

を
展
開
し
ま
し
た
。
高
鍋
町
は

上
杉
鷹
山
公
の
出
身
藩
で
あ
り
、

鷹
山
公
の
生
誕
二
百
年
を
機

に
平
成
十
二
年
か
ら
高
鍋
高
校

と
隔
年
に
相
互
往
来
し
て
い
る
、

交
流
の
深
い
町
で
す
。
こ
う
し

た
活
動
は
、
社
会
と
つ
な
が
り
、

よ
り
良
い
社
会
を
作
ろ
う
と
す

る
行
為
で
あ
り
、「
世
の
た
め

に
尽
く
す
精
神
」
の
現
れ
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、「
米

沢
興
譲
館
」
と
い
う
名
前
が
多

く
の
中
学
生
の
憧
れ
で
あ
り
、

在
校
生
や
同
窓
生
に
と
っ
て
も

誇
ら
し
い
学
校
で
あ
り
続
け
る

た
め
に
、
今
後
と
も
懸
命
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
同
窓

生
の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
御
支
援

を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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同
窓
会
の
う
ご
き

三
八
会 

修
学
旅
行
に
思
う

四
二
二
名
の
敵
兵
の
命
を
救
助
し
た

海
軍
中
佐
工
藤
俊
作
の
顕
彰
碑
建
立
に
む
け
て

　

高
畠
支
部
長　

登　

坂　

捷　

一

　

高
畠
が
生
ん
だ
偉
人
海
軍
中

佐
工
藤
俊
作
（
大
正
九
年
興
譲

館
卒
・
海
兵
第
五
十
一
期
生
）

の
顕
彰
碑
の
建
立
に
む
け
て
高

畠
支
部
は
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

す
で
に
報
道
さ
れ
て
い
る
と
お

り
彼
は
一
九
四
二
年
ス
ラ
バ
ヤ

沖
海
戦
に
お
い
て
、
危
険
を
お

か
し
て
敵
の
英
国
海
兵
四
二
二

名
を
救
出
し
た
駆
逐
艦
「
雷
」

（
イ
カ
ズ
チ
）
の
艦
長
で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
長
ら
く
語
り
継
が
れ

る
こ
と
も
な
か
っ
た
こ
の
秘
話

は
平
成
七
年
に
出
版
さ
れ
た

「
敵
兵
を
救
助
せ
よ
」（
草
思
社

発
刊
、
恵
隆
之
介
著
）
に
よ
り

初
め
て
明
ら
か
に
さ
れ
、
広
く

話
題
と
な
り
私
達
も
は
じ
め
て

知
っ
た
次
第
で
し
た
。

　

一
昨
年
十
二
月
、
二
日
間
に

わ
た
っ
て
工
藤
艦
長
の
遺
徳
を

偲
ぶ
墓
前
祭
と
顕
彰
会
が
川
口

市
と
東
京
に
お
い
て
開
催
さ
れ

た
。
こ
の
式
典
に
、
救
助
さ
れ

た
海
兵
の
一
人
、
後
に
外
交
官

と
し
て
活
躍
さ
れ
た
フ
ォ
ウ
ー

ル
卿
も
出
席
さ
れ
、
工
藤
艦
長

の
人
道
の
実
践
を
称
讃
さ
れ
た
。

　

ま
た
式
典
に
は
工
藤
の
母
校

で
あ
る
興
譲
館
か
ら
蒲
生
校
長
、

高
畠
支
部
長
、
生
誕
の
高
畠
町

か
ら
は
町
長
と
町
会
議
員
等
が

招
か
れ
参
列
し
た
。
顕
彰
会
は

平
沼
参
議
院
議
員
を
実
行
委
員

長
と
し
、
副
実
行
委
員
長
に
は

鳩
山
由
紀
夫
前
総
理
、
全
日
空

の
大
橋
会
長
等
が
あ
た
り
政
財

界
党
派
を
超
え
て
開
催
さ
れ
、

中
曽
根
外
務
、
浜
田
防
衛
の
各

大
臣
が
祝
辞
を
述
べ
ら
れ
た
。

　

工
藤
俊
作
の
人
間
像
と
偉
業

が
次
第
に
明
確
に
な
る
や
、
昨

年
の
秋
よ
り
生
誕
の
地
で
あ
る

屋
代
地
区
と
興
譲
館
同
窓
会
関

係
者
か
ら
、
顕
彰
碑
建
立
の
動

き
が
持
ち
上
が
り
ま
し
た
。
昨

年
暮
れ
に
同
窓
会
を
開
催
し
今

年
十
月
完
成
を
目
途
に
地
域
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
こ
と
が

決
定
さ
れ
た
。
同
窓
会
を
始
め

広
く
米
沢
有
為
会
や
各
関
係
の

皆
様
の
ご
支
援
を
頂
き
順
調
に

推
移
い
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
後
さ
ら
に
一
人
で
も
多
く

の
皆
様
に
ご
賛
同
を
頂
き
ま
す

よ
う
高
畠
支
部
を
代
表
し
て
御

願
い
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。

　

同
輩
の
集
ま
り
は
い
ろ
い
ろ

あ
る
が
、
還
暦
を
期
し
て
始

ま
っ
た
三
八
会
の
修
学
旅
行
は

今
年
で
三
回
を
数
え
ま
す
。
第

一
回
目
は
、
平
成
十
八
年
の
奈

良
〝
山
辺
の
道
散
策
と
万
葉
・

大
和
路
の
旅
〞。
第
二
回
目
は
、

平
成
二
十
年
の
京
都
〝
源
氏
物

語
千
年
紀
ゆ
か
り
の
地
巡
り
〞。

そ
し
て
今
年
の
そ
れ
は
〝
太
平

洋
ク
ル
ー
ズ
と
伊
勢
神
宮
参
拝

の
旅
〞
と
立
派
な
名
が
冠
さ
れ

た
修
学
旅
行
な
の
で
あ
り
ま
す
。

仙
台
か
ら
フ
ェ
リ
ー
で
名
古
屋

ま
で
、
名
古
屋
か
ら
伊
勢
路
は

バ
ス
に
て
、
総
勢
二
十
四
名
、

内
四
名
は
奥
方
連
れ
で
あ
り
ま

す
。

　

先
達
は
斉
藤
栄
助
君
。
す
べ

て
の
準
備
一
切
か
ら
、
各
人
の

常
備
薬
携
行
の
注
意
喚
起
ま
で
、

加
え
て
船
酔
い
予
防
薬
を
バ
ス

の
中
か
ら
用
意
し
て
く
れ
る
心

優
し
き
気
配
り
の
友
で
あ
り
ま

す
。
そ
し
て
こ
の
三
月
、
山
大

工
学
部
を
退
官
し
こ
の
た
び
の

旅
行
の
秘
書
役
を
果
た
し
て
く

れ
た
岡
崎
勝
利
君
の
尽
力
に
は

頭
の
下
が
る
思
い
で
あ
り
ま
す
。

ま
た
こ
の
旅
行
に
は
引
率
の
先

生
が
二
人
お
ら
れ
ま
す
。
元
校

長
曾
根
伸
良
先
生
と
同
窓
会
長

高
野
譲
先
生
。
過
去
三
回
共
御

同
行
頂
き
、
品
行
方
正
の
旅
が

続
け
ら
れ
る
所
以
な
の
か
も
知

れ
ま
せ
ん
。

　

神
宮
参
拝
で
の
話
を
一
つ
特

筆
い
た
し
ま
す
。
内
宮
御
正
宮

へ
の
お
参
り
は
普
通
に
可
と
し

つ
つ
も
、
正
式
参
拝
（
御み

垣
内

参
拝
）
は
正
装
で
な
く
ば
許
可

さ
れ
ぬ
こ
と
を
知
ら
ぬ
ま
ま
旅

行
に
参
加
し
た
の
で
あ
り
ま
し

た
（
誰
ひ
と
り
上
衣
を
着
け

ネ
ク
タ
イ
の
御
仁
は
い
な
い
）。

前
日
の
夜
、
そ
の
こ
と
を
船
上

で
の
宴
会
の
席
上
で
知
っ
た
一

同
は
落
胆
し
た
の
で
あ
っ
た
が
、

女
性
陣
八
名
が
許
可
さ
れ
て
正

式
参
拝
が
出
来
た
の
は
不
幸
中

の
幸
い
で
あ
っ
た
。

「
何
ご
と
の
お
は
し
ま
す
か
は

知
ら
ね
ど
も
か
た
じ
け
な
さ
に

涙
こ
ぼ
る
る
」
西
行
。
古
歌
に

ひ
か
れ
て
一
首
。「
夜
行
船
は

所
在
な
き
な
り
海
ば
か
り
酒
と

雀
友
も
し
な
か
り
せ
ば
」、
お

粗
末
で
し
た
。
我
ら
は
も
っ
ぱ

ら
飲
み
、
語
り
合
う
が
、
お
互

い
に
自
分
に
無
い
も
の
を
尊
重

し
合
う
交
流
が
楽
し
い
。
次
の

修
学
旅
行
が
楽
し
み
の
我
ら
な

の
で
あ
り
ま
す
。

（
文
・
大
木　

勝
雄　

昭
38
年
卒
）
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滝
沢
美
恵
子
先
生
の
米
寿
を
祝
う　
　

　
　
　
　

合
唱
の
集
い
に
つ
い
て

　

こ
の
合
唱
団
は
、
滝
沢
先
生

（
昭
和
二
十
二
年
か
ら
二
十
九

年
母
校
に
勤
務
さ
れ
る
）
に
お

習
い
し
た
生
徒
の
方
々
を
中
心

に
、
様
々
な
糸
で
結
ば
れ
て
い

る
八
十
人
を
超
す
合
唱
団
で
す
。

滝
沢
先
生
と
ご
令
嬢
の
達
子
先

生
（
大
学
教
授
）
が
東
京
で
ご

指
導
を
、
米
沢
で
は
上
野
謙
二

郎
先
生
の
も
と
に
練
習
を
重
ね
、

そ
し
て
時
折
合
同
の
練
習
を
つ

ん
で
東
京
公
演
（
終
了
）
と
米

沢
で
の
発
表
会
に
臨
み
ま
す
。

全
体
の
統
轄
は
篠
原
守
信
（
Ｓ

25
）
先
輩
で
す
。

　

表
紙
の
写
真
、
奏
楽
堂
は
、

か
つ
て
滝
廉
太
郎
が
ピ
ア
ノ
を

演
奏
し
、
山
田
耕
筰
が
歌
曲
を

歌
っ
た
舞
台
で
も
あ
っ
た
の
で

す
。
ベ
ー
ト
ー
ヴ
ェ
ン
の
代
表

曲
で
あ
る『
運
命
』や『
第
九
』

を
始
め
、
数
多
く
の
名
曲
の
日

本
初
演
が
行
わ
れ
た
こ
の
奏
楽

堂
を
抜
き
に
し
て
、
近
代
日
本

の
音
楽
史
は
語
れ
な
い
素
晴
ら

し
い
ホ
ー
ル
な
の
で
す
。
か
つ

て
学
生
時
代
に
滝
沢
先
生
ご
自

身
が
幾
度
と
な
く
立
た
れ
た
こ

の
舞
台
に
、
我
々
に
も
立
て
る

チ
ャ
ン
ス
を
作
っ
て
下
さ
っ
た

の
で
す
。
七
月
九
日
、
先
生
の

ご
配
慮
に
深
謝
し
な
が
ら
我
々

も
こ
の
ス
テ
ー
ジ
に
立
た
せ
て

頂
い
た
こ
と
で
す
。

　

こ
の
合
唱
団
は
こ
れ
ま
で
も
、

興
譲
館
の
記
念
講
堂
建
立
の
柿

お
と
し
、
そ
し
て
先
生
の
傘
寿

の
時
に
も
歌
わ
せ
て
頂
き
ま
し

た
。

　

ピ
ア
ノ
伴
奏
は
川
合
尚
子
さ

ん
と
黒
田
満

里
さ
ん
に
お

世
話
に
な
っ

て
い
ま
す
。

指
揮
は
上
野

謙
二
郎
（
Ｓ

27
）、
小
林

清
人
（
Ｓ

30
）、
星
寿

次
（
Ｓ
31
）

の
三
名
の
先
生
で
す
。

　

こ
の
た
び
歌
う
曲
目
は
、
人

が
人
に
優
し
か
っ
た
昭
和
に
歌

わ
れ
た
思
い
出
の
曲
が
い
っ
ぱ

い
で
す
。
ど
う
か
九
月
二
十
日
、

伝
国
の
杜
に
お
運
び
下
さ
い
ま

し
て
心
豊
か
な
ひ
と
と
き
を
お

過
ご
し
下
さ
い
。

　

表
紙
写
真
の
右
下
は
校
舎
の

前
の
滝
廉
太
郎
の
像
で
す
。
こ

の
頁
、
左
の
写
真
は
奏
楽
堂
正

門
付
近
の
も
の
で
す
。
先
生
の

ご
健
勝
を
お
祈
り
し
て
こ
の
文

を
結
び
ま
す
。

　
　

（
文　

遠
藤
岩
根
）

　

平
成
二
十
年
夏
、
同
窓
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
が
開
設
し
た
。

以
来
二
年
間
で
一
五
〇
〇
〇
件

の
ア
ク
セ
ス
が
あ
っ
た
。
こ
の

Ｈ
Ｐ
は
同
窓
会
の
最
新
情
報
の

提
供
を
心
が
け
、
ま
た
同
窓
生

が
ど
の
よ
う
な
情
報
を
期
待
し

て
い
る
か
検
討
し
、
平
成
卒
を

含
め
八
名
の
委
員
で
運
営
し
て

い
る
。
ア
ク
セ
ス
状
況
を
見
る

と
、
閲
覧
数
の
多
い
コ
ン
テ
ン

ツ
は
恩
師
の
部
屋
、
同
窓
会

ニ
ュ
ー
ス
、
各
ク
ラ
ブ
Ｏ
Ｂ

会
、
校
歌
・
応
援
歌
、
Ｏ
Ｂ
企

業
リ
ン
ク
他
の
順
に
な
っ
て
い

る
。
や
は
り
お
世
話
に
な
っ
た

先
生
方
の
近
況
に
関
心
が
高
い

よ
う
だ
。
退
職
な
さ
っ
た
先
生

に
写
真
と
思
い
出
を
お
寄
せ
頂

い
て
い
る
。
現
職
を
含
め
、
さ

ら
に
多
く
の
先
生
に
御
願
い
し

た
く
、
こ
の
会
報
を
お
読
み
の

先
生
に
は
是
非
近
況
を
お
知
ら

せ
頂
き
た
い
。
同
窓
会
ニ
ュ
ー

ス
で
は
同
窓
会
の
活
動
報
告
の

ほ
か
、
新
聞
等
に
掲
載
さ
れ
た

同
窓
生
の
紹
介
を
行
っ
て
い
る
。

多
く
の
同
窓
生
の
活
躍
に
元
気

を
戴
い
て
い
る
。
各
ク
ラ
ブ
Ｏ

Ｂ
会
の
コ
ー
ナ
ー
は
各
Ｏ
Ｂ
会

か
ら
の
情
報
提
供
が
少
な
い
の

が
現
状
で
あ
る
。
各
Ｏ
Ｂ
会
に

は
行
事
案
内
そ
し
て
実
施
報
告

を
御
願
い
し
、
内
容
の
充
実
を

図
り
た
い
。
校
歌
・
応
援
歌
で

は
、
昨
年
九
月
十
九
日
の
同
窓

会
・
懇
親
会
時
に
歌
っ
た
「
栄

光
へ
の
道
」、「
凱
歌
」
の
模
様

を
動
画
で
公
開
し
て
い
る
。
高

校
時
代
を
思
い
出
し
て
頂
き
た

い
。
Ｏ
Ｂ
企
業
リ
ン
ク
は
有
料

広
告
掲
載
（
バ
ナ
ー
）
を
御
願

い
し
て
い
る
企
業
を
紹
介
し
て

い
る
。
広
告
費
は
運
営
費
の
一

部
に
充
て
て
い
る
。
夏
、
お
盆

の
前
後
は
同
窓
会
活
動(

ク
ラ

ブ
Ｏ
Ｂ
会
、
学
年
会
、
ク
ラ
ス

会
等)

が
活
発
化
す
る
。
是
非

多
く
の
情
報
を
御
願
い
し
た
い
。

 
米
沢
興
譲
館
同
窓
会

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
ご
紹
介　

  
常
任
理
事
・
Ｈ
Ｐ
運
営
委
員
会　

鈴　

木　
　
　

基　
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項　目 予算額 収入額 増減（△） 備　　考
繰 越 金 1,518,804 1,518,804 0 前年度繰越金

入 会 金 1,344,000 1,344,000 0 7,000円×192名
年 会 費 2,300,000 1,300,000 △1,000,000

過度会費 0 100,000 100,000 昭和48年卒（18年度19年度分）
雑 収 入 2,196 4,820 2,624 預金利子
計 5,165,000 4,267,624 △897,376

項　目 予算額 支出額 残　　額 備　　考
運 営 費 1,580,000 1,273,674 306,326
会 議 費 200,000 88,111 111,889 理事会等
通信連絡費 100,000 38,610 61,390 郵便切手
需 用 費 300,000 166,953 133,047 用紙、封筒、弔電
人 件 費 980,000 980,000 0 人件費会計へ繰出し
事 業 費 2,830,000 2,080,070 749,930

一般事業費 2,300,000 1,571,196 728,804
各支部総会（旅費・お祝い）、
会報送料補助、インター
ネット補助、総会補助、高
鍋高校交流事業

卒業記念費 200,000 179,424 20,576 記念品代（192名分）
表 彰 費 30,000 29,450 550 永年勤続者（2名）
会 報 費 300,000 300,000 0 会報 第38号 7000部
予 備 費 755,000 0 755,000
予 備 費 755,000 0 755,000
計 5,165,000 3,353,744 1,811,256

収入の部

決算額
収入済額 4,267,624円　―　支出済額 3,353,744円　 
　＝　残額 913,880円

支出の部

平成20年度　同窓会会計決算書
（会計年度　平成20年９月１日～平成21年８月31日）

　監　　事　　岩沼　　甫　　大内　　勇
　幹　　事　　横山　洋子　　高橋　宏一

◇高畠支部
　支 部 長　　登坂　捷一
　　　　　　　〒992-0351　山形県高畠町高畠2152－23
　　　　　　　☎0238（52）0017
　副支部長　　梅津伊兵衛　　星　　寛治
　幹 事 長　　鈴木　征治
　事務局長　　金田　成康

◇赤湯支部
　支 部 長　　佐藤　有弘
　　　　　　　〒999-2231　山形県南陽市二色根373　
　　　　　　　☎0238（43）6660
　副支部長　　石岡　忠一　　須藤　清市
　事務局長　　三ヶ山岩男

◇宮内支部
　支 部 長　　山水　克美
　　　　　　　〒992-0472  山形県南陽市宮内3173
　　　　　　　☎0238（47）7055
　副支部長　　長谷川　剛　　高岡　亮一
　幹 事 長　　樋口　一志

◇小国支部
　支 部 長　　高橋　清人
　　　　　　　〒999-1353  山形県西郡小国町大字兵庫舘2-3-14
　　　　　　　☎0238（62）2714
　副支部長　　伊藤　通芳　　小林新太郎
　事務局長　　高野　健人

◇長井・西置賜支部
　支 部 長　　松下鈆三郎
　　　　　　　〒993-0007  山形県長井市本町1-9-27-3
　　　　　　　☎0238（88）2538
　副支部長　　井上　俊雄　　芳賀　康雄
　幹 事 長　　渡部　秀一
　事務局長　　斎藤　道郎

◇県庁・教育委員会支部
　支 部 長　　仁科　義英
　　　　　　　〒990-0024  山形県山形市あさひ町5-21
　　　　　　　☎023（633）3665
　副支部長　　渡部　慶蔵
　幹 事 長　　井上　元治

◎校内同窓会役員
　理　　事　　大貫　英一　　石黒　宏治
　幹　　事　　伊藤　　孝　　我妻　盛雄　　舩山　洋子

窓 会 支 部 役 員
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①　母校の振興と発展に関すること
②　会員相互の親睦を深めること　
③　学年活動の充実を図ること　　

平成2１年度　事業計画

平成2１年度　同窓会会計予算書
（会計年度　平成21年９月１日～平成22年８月31日）

項　目 本年度予算額 前年度予算額 増減（△） 備　　考
繰 越 金 913,880 1,518,804 △604,924 前年度繰越金
入 会 金 1,365,000 1,344,000 21,000 7,000円×195名

年 会 費 2,300,000 2,300,000 0
昭36年～平12年ま
で5万円（40学年）
昭26年～35年まで
３万円  （10学年）

雑 収 入 1,120 2,196 △1,076 預金利子
計 4,580,000 5,165,000 △585,000

項　目 本年度予算額 前年度予算額 増　　減 備　　考
運 営 費 1,230,000 1,580,000 △350,000
会 議 費 100,000 200,000 △100,000 理事会等
通信連絡費 50,000 100,000 △50,000 郵便切手
需 用 費 200,000 300,000 △100,000 慶弔、事務用品
人 件 費 880,000 980,000 △100,000 人件費等
事 業 費 2,535,000 2,830,000 △295,000

一般事業費 2,000,000 2,300,000 △300,000 各支部総会、ホームページ高鍋高校交流事業
卒業記念費 205,000 200,000 5,000 記念品代（195名分）
表 彰 費 30,000 30,000 0 永年勤続者（2名）
会 報 費 300,000 300,000 0 印刷費
予 備 費 815,000 755,000 60,000
予 備 費 815,000 755,000 60,000
計 4,580,000 5,165,000 △585,000

収入の部 支出の部

◎本　　部
会　　長　　高野　　譲
副 会 長　　大友　恒則　　小林　擴二　　中條　淳子
監　　事　　野口　義人　　江部　　寛　　土田　一成
常務理事　　遠藤　岩根
常任理事　　星野　武雄　　小野　隆夫　　平山孫兵衛
　　　　　　小嶋彌左衛門　渡辺　節子　　佐野　隆一
　　　　　　鈴木　　基　　加藤　英樹

◇米沢支部
　支 部 長　　早川　正信
　　　　　　　〒992-0054  山形県米沢市城西3-2-36
　　　　　　　☎0238（22）6780
　副支部長　　菅野　武巳
　監　　事　　安達　治雄　　安田　道隆
　幹 事 長　　相田　修一
　事務局長　　栗林　雄二

◇東京支部
　支 部 長　　神野　民夫
　　　　　　　〒187-0044  東京都小平市喜平町3-2-2-506　
　　　　　　　☎042（321）8047
　副支部長　　吉田　仁志
　幹 事 長　　吉田　仁志

◇関西支部
　支 部 長　　堤　　伸陸
　　　　　　　〒573-1121  大阪府枚方市楠葉花園町5-1-1203
　　　　　　　☎072（851）4848

　副支部長　　佐藤　吉憲　　吉田　　真
　幹 事 長　　佐藤　和栄

◇宮城支部
　支 部 長　　塚原　保夫
　　　　　　　〒041-0806  北海道函館市美原4-15・2-203　
　　　　　　　☎0138（34）6235
　副支部長　　和田美知子　　御供　政敏　　森下　和夫
　幹　　事　　小林　令児　　矢尾板範子　　大武　清夫
　　　　　　　小関　隆久　　高木　三男　　猪俣　良市
　　　　　　　加藤　啓二　　高橋　義彦　　熊坂　　仁
　　　　　　　山水　　忍　　鈴木　利実
　事務局長　　安部　雅人

◇山形支部
　支 部 長　　堤　　孝雄
　　　　　　　〒990-2494  山形県山形市末広町9-8　　　
　　　　　　　☎023（624）0466
　副支部長　　後藤　　寛　　竹田　篤永
　幹 事 長　　生亀　壽子
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総
務
課
長 　

石　

黒　

宏　

治

  
「
文
武
両
道
」
健
在

　

昨
年
度
来
、
本
校
の
部
活
動

の
活
躍
は
目
覚
ま
し
い
も
の
が

あ
り
ま
す
。「
創
部
以
来
初

の
・・・
」「
何
年
ぶ
り
の
・・・
」

と
い
う
言
葉
で
始
ま
る
結
果
を

残
し
た
部
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

し
た
。
ホ
ッ
ケ
ー
部
女
子
の
全

国
選
抜
出
場
（
チ
ー
ム
ス
ポ
ー

ツ
で
は
昭
和
三
十
四
年
サ
ッ

カ
ー
部
の
国
体
出
場
以
来
の
全

国
大
会
か
）、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ

部
は
昨
年
度
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
男

子
団
体
ベ
ス
ト
8
入
賞
（
十
七

年
ぶ
り
）・
今
年
度
男
女
全
種

目
県
制
覇
（
山
形
県
初
）、
ス

キ
ー
部
は
ク
ロ
カ
ン
で
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
出
場
（
二
年
ぶ
り
）、

新
聞
文
芸
部
は
全
国
高
総
文
祭

に
県
代
表
と
し
て
参
加
（
二
年

ぶ
り
）、
吹
奏
楽
研
究
部
の
東

北
大
会
出
場
（
二
十
六
年
ぶ

り
）、
陸
上
競
技
部
は
東
北
大

会
出
場
（
三
年
連
続
）
な
ど
の

輝
か
し
い
結
果
を
残
し
ま
し
た
。

ま
た
、
活
躍
は
上
記
の
部
だ
け

に
と
ど
ま
ら
ず
、
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
女
子
は
県
新
人
三
位
、
柔
道

は
個
人
県
三
位
、
野
球
部
は
昨

年
度
夏
の
大
会
と
秋
の
大
会
県

ベ
ス
ト
８
、
サ
ッ
カ
ー
部
は
県

新
人
ベ
ス
ト
８
な
ど
県
レ
ベ
ル

で
の
活
躍
の
他
に
も
バ
ド
ミ
ン

ト
ン
、
卓
球
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
各
部
も

近
年
の
中
で
は
好
成
績
を
あ
げ

ま
し
た
。
そ
の
結
果
多
く
の
部

が
上
級
大
会
へ
と
コ
マ
を
進
め

た
わ
け
で
す
が
、
体
育
文
化
後

援
会
の
上
級
大
会
に
派
遣
す
る

旅
費
が
足
り
な
く
な
り
、
昨
年

の
同
窓
会
大
懇
親
会
で
は
、
急

遽
ご
支
援
を
お
願
い
し
多
く
の

賛
助
金
を
い
た
だ
い
た
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
以
上
活
躍
の
一

端
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、
詳

し
く
は
本
校
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や

体
育
文
化
後
援
会
報
を
ご
覧
く

だ
さ
い
。

　

ま
た
、
自
治
会
の
活
動
も
一

昨
年
度
か
ら
文
化
祭
（
興
譲

祭
）
で
三
年
生
が
中
心
と
な
っ

て
実
行
委
員
会
を
組
織
し
、
ク

ラ
ス
企
画
に
も
三
年
全
ク
ラ
ス

が
参
加
す
る
体
制
が
約
二
十
五

年
ぶ
り
に
復
活
し
ま
し
た
。
昔

も
今
も
、
学
校
行
事
の
中
で
三

年
生
は
、
合
唱
コ
ン
ク
ー
ル
・

体
育
祭
な
ど
で
圧
倒
的
な
力
を

発
揮
し
、
上
位
を
独
占
し
て
大

い
に
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

を
頑
張
っ
て
い
る
一
方
、
学
業

を
お
ろ
そ
か
に
し
て
い
る
わ
け

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
本
校
の
大

き
な
使
命
で
も
あ
る
大
学
進
学

の
実
績
で
、
今
春
の
卒
業
生

一
九
三
人
の
う
ち
一
三
五
人
が

国
公
立
大
学
に
合
格
し
、
そ
の

割
合
は
ほ
ぼ
七
〇
％
と
県
内
他

校
に
比
し
て
も
非
常
に
高
い
合

格
率
を
達
成
し
ま
し
た
。
部
活

動
引
退
の
時
期
が
遅
く
な
っ
た

部
も
あ
り
ま
し
た
が
、
最
後
ま

で
部
活
動
を
続
け
、
勉
強
へ
切

り
替
え
た
後
は
必
死
に
頑
張
り
、

志
望
校
合
格
を
勝
ち
取
っ
た
者

も
多
く
い
ま
し
た
。
今
の
生
徒

た
ち
も
、
同
窓
生
の
先
輩
た
ち

と
同
じ
よ
う
に
、
苦
し
み
な
が

ら
も
「
文
武
両
道
」
を
目
指
し

必
死
で
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ま
ざ
ま
数
字
を
あ
げ
て
ご

紹
介
し
て
き
ま
し
た
が
、「
文

武
両
道
」
と
は
、
単
に
進
路
実

績
と
部
活
動
実
績
を
あ
げ
る
こ

と
で
は
な
く
、
一
人
一
人
の
生

徒
が
、
ま
ず
は
学
業
に
一
生
懸

命
取
り
組
み
、
あ
わ
せ
て
学
業

以
外
の
何
か
に
自
発
的
に
取
り

組
む
こ
と
に
よ
り
、
自
己
の
内

面
を
成
長
さ
せ
る
こ
と
で
あ
る

と
思
い
ま
す
。「
興
譲
の
精
神
」

の
も
と
、
様
々
な
こ
と
に
誠
を

尽
く
し
努
力
す
る
中
で
、
多
く

の
経
験
を
つ
み
、
様
々
な
価
値

観
と
出
会
う
こ
と
で
、
周
り
の

人
を
思
い
や
る
心
や
、
時
代
の

変
化
に
対
応
す
る
力
な
ど
を
身

に
つ
け
、
世
の
た
め
に
尽
く
す

人
材
と
な
っ
て
い
く
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

⑴
同
窓
生
会
員
名
簿
発
行
に
あ

た
っ
て

　

来
年
七
月
を
メ
ド
に
作
業
を
進

め
ま
す
。
前
回
か
ら
県
内
の
二
十

を
越
す
高
校
同
窓
会
の
名
簿
作
成

の
実
績
を
持
つ
『
株
式
会
社　

サ

ラ
ト
』
に
お
世
話
に
な
り
ま
す
。

サ
ラ
ト
は
あ
る
米
沢
の
高
校
同
窓

会
の
会
報
発
行
・
送
付
・
会
費
の

お
願
い
と
徴
収
も
一
手
に
引
き
受

け
て
お
ら
れ
る
信
頼
の
お
け
る
会

社
で
す
。
会
員
名
簿
は
興
譲
館
同

窓
生
と
し
て
の
結
束
を
図
る
意
味

に
お
い
て
も
欠
か
す
こ
と
は
出
来

ま
せ
ん
。
出
来
る
だ
け
信
頼
度
の

高
い
名
簿
を
発
刊
し
た
い
と
思
い

ま
す
。
広
告
や
協
賛
金
の
ご
協
力

も
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
そ

し
て
発
刊
の
暁
に
は
是
非
お
手
元

に
一
冊
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、

広
告
や
協
賛
金
に
ご
協
力
い
た
だ

い
た
方
に
は
当
然
名
簿
が
送
付
さ

れ
ま
す
。

⑵
白
布
Ｏ
Ｂ
マ
ラ
ソ
ン
の
ご
案
内

　

か
つ
て
関
東
町
の
校
舎
か
ら
白

布
温
泉
手
前
の
高
橋
ま
で
、
額
に

汗
し
て
走
っ
た
コ
ー
ス
を
万
年
青

年
土
澤
幸
雄
先
生
の
呼
び
か
け
で

は
じ
ま
っ
て
今
年
十
周
年
に
あ
た

り
ま
す
。
昭
和
四
十
年
代
卒
業
の

学
年
を
中
心
に
続
い
て
き
ま
し
た
。

あ
な
た
の
学
年
も
リ
レ
ー
形
式

で
、
あ
る
い
は
全
コ
ー
ス
を
自
力

で
ジ
ョ
ギ
ン
グ
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

九
月
中
旬
予
定
で
す
。

連
絡
先

　

土
澤　

幸
雄

　

☎
〇
二
三
八（
二
二
）六
九
三
四

　

遠
藤　

岩
根

　

☎
〇
二
三
八（
二
二
）六
〇
〇
一

事
務
局
か
ら
の
お
願
い
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平
成
二
年
卒
業 　

宍　

戸　

俊　

文

  
友
師
百
期
会（
平
成
二
年
卒
）の
近
況

　

本
年
度
、
同
窓
会
の
当
番
幹

事
学
年
と
し
て
昭
和
五
十
年

卒
、
昭
和
五
十
四
年
卒
、
昭
和

五
十
九
年
卒
、
平
成
七
年
卒
の

方
々
と
一
緒
に
実
行
委
員
会
に

参
加
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

　

平
成
二
年
卒
業
学
年
の
「
友

師
百
期
会
」
を
作
る
き
っ
か
け

に
な
っ
た
出
来
事
は
、
平
成

十
七
年
に
訪
れ
た
同
窓
会
の
最

初
の
幹
事
だ
っ
た
。
そ
れ
ま
で
、

同
窓
会
総
会
並
び
に
懇
親
会
に

も
参
加
を
し
た
こ
と
が
な
か
っ

た
の
で
、
幹
事
を
す
る
と
い
う

こ
と
は
寝
耳
に
水
の
話
で
あ
る
。

置
賜
地
区
在
住
の
人
に
連
絡
を

と
り
参
加
者
を
募
っ
た
が
多
く

の
人
を
集
め
る
こ
と
は
で
き
な

か
っ
た
。
同
窓
会
終
了
後
の
二

次
会
で
学
年
全
体
の
懇
親
会
を

開
催
す
る
話
で
大
い
に
盛
り
上

が
り
、
平
成
十
七
年
十
二
月
に

卒
業
後
最
初
の
同
級
会
と
い
う

形
で
仲
間
た
ち
と
再
会
を
す
る

こ
と
が
で
き
た
。

　

友
師
百
期
会
と
い
う
名
称
は
、

我
々
の
学
年
が
一
〇
〇
回
目
の

卒
業
学
年
と
い
う
こ
と
、
お
世

話
に
な
っ
た
先
生
方
へ
の
感
謝

の
気
持
ち
、
そ
し
て
よ
っ
ぽ
ど

の
縁
が
あ
っ
て
集
ま
っ
た
友
を

大
切
に
す
る
と
い
う
意
味
を
込

め
て
い
る
。
そ
れ
以
来
、
年
に

一
度
は
懇
親
会
を
開
催
し
近
況

を
報
告
し
て
旧
交
を
温
め
る
こ

と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

同
級
生
に
会
う
と
思
い
出
話
に

花
が
咲
き
高
校
生
に
戻
っ
た
よ

う
な
感
覚
は
実
に
心
地
よ
い
。

　

一
方
で
課
題
も
あ
る
。
卒
業

後
十
数
年
間
、
仲
間
た
ち
の
所

在
を
確
認
し
て
こ
な
か
っ
た
の

で
所
在
地
が
不
明
に
な
っ
て
い

る
人
が
多
い
こ
と
だ
。
現
在
、

各
ク
ラ
ス
代
表
に
呼
び
か
け
て

急
ピ
ッ
チ
で
所
在
地
を
把
握
し

て
い
る
。

　

今
年
は
創
立
一
二
四
周
年
で

あ
る
が
、
世
代
を
超
え
て
交
流

を
深
め
母
校
同
窓
会
の
絆
を
広

げ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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